
大崎町で活躍しています vol.11

多文化共生サポーターを募集しています！
興味のある方は、右の二次元コードから登録をお願いします。

　偶然の再会！インドネシアから来たリオさん、アンディカさん、アビさんを取材しました。� �
　株式会社丸正建設機動で働くリオさん、アンディカさん、アビさんの３人は、インドネシアから日本
へ渡り、大崎町で新たな生活をスタートさせました。偶然、同じ会社で働くこととなった３人ですが、
学年は違うものの同じ高校の出身で顔見知りだったそうで、再会した時はとても驚いたそうです。

● 大崎町での日々
　�　技術を学びたい、故郷の家族により良い生

活を送らせたいという想いから日本へやって
きた3人。会社の協力を貰いながら、油圧ショ
ベルやローラーの資格も取得し、現場で活躍
しています。休みの日には寿司やラーメンを
みんなで食べに行くのが楽しみとのことで、
時にはラーメンを求めて、串間市まで行くこ
ともあるそうです。
● 今後の目標
　�　想いを持って来日した３人はそれぞれ母国

で、起業したい、家庭を築きたい、畑を増や
し農業に力を入れたいといった次の目標があ

ります。目標達成に向け、より安定した収入と、
更なる技術を習得するために、特定技能を取
得したいと意気込みます。

問 �企画政策課  
共生協働係（221）

「きっかけは、声掛けから！」

　ぼくは理科が大好きです。夏休みの自由
研究で、モーターを作ったことが、とても
楽しかったです。そして、理科の自由研究
で電気について調べたことで、ぼくは、将
来ロボットのエンジニアになりたいと思い
ました。具体的には、働く人の代わりにな
るようなロボットや、集中豪雨、地球温暖
化などを、解決できるようなロボットを作
りたいと思っています。
　今の日本には、人にしかできない仕事は
まだまだたくさんありますが、働く人が少
なくて困っているという現状があります。
　また、地球温暖化の影響で集中豪雨など

が発生し、災害も起こっています。なので
困っている人を助けられるようなロボット
を開発したいです。そのためにも、日々の
勉強をしっかりして、将来の夢をかなえる
ために努力していこうと思います。
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